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Dell EMC

Dell EMC Data Domain データコレクタ

このデータコレクタは、 Dell EMC Data Domain 重複排除ストレージシステムからイン
ベントリとパフォーマンスの情報を収集します。このデータコレクタを設定するには、
特定の設定手順と使用に関する推奨事項に従う必要があります。

用語

Data Infrastructure Insightsは、Data Domainデータコレクタから次のインベントリ情報を取得します。Data
Infrastructure Insightsで取得したアセットタイプごとに、このアセットに使用される最も一般的な用語が表示
されます。このデータコレクタを表示またはトラブルシューティングするときは、次の用語に注意してくださ
い。

ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

ディスク ディスク

アレイ ストレージ

FCポート ポート

File System の略 内部ボリューム

クォータ クォータ

NFS 共有および CIFS 共有 ファイル共有

注意：これらは一般的な用語のマッピングのみであり、このデータ照合のすべてのケースを表しているわけで
はありません。

要件

このデータコレクタを設定するには、次の情報が必要です。

• Data Domain デバイスの IP アドレス

• Data Domain ストレージに対する読み取り専用のユーザ名とパスワード

• SSHポート22

構成

フィールド 製品説明

IPアドレス Data Domain ストレージアレイの IP アドレスまたは
完全修飾ドメイン名

ユーザ名 Data Domain ストレージアレイのユーザ名

パスワード Data Domain ストレージアレイのパスワード
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高度な設定

フィールド 製品説明

インベントリポーリング間隔（分） インベントリのポーリング間隔。デフォルトは20で
す。

SSHポート SSH サービスポート

トラブルシューティング

このData Collectorの詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポ
ート"ください。

EMC ECSデータコレクタの設定

このデータコレクタは、EMC ECSストレージシステムからインベントリデータとパフォ
ーマンスデータを取得します。データコレクタを設定するには、ECSクラスタのIPアド
レスまたはホスト名、およびユーザ名とパスワードが必要です。

Dell EMC ECSでは、raw TBから管理ユニットへの異なるレートが使用されます。フォーマッ
トされていないECS容量が40TBにつき1として課金されます"管理ユニット (MU)"。

用語

Data Infrastructure Insightsは、ECSデータコレクタから次のインベントリ情報を取得します。取得したアセッ
トのタイプごとに、そのアセットに使用される最も一般的な用語が表示されます。このデータコレクタを表示
またはトラブルシューティングするときは、次の用語に注意してください。

ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

クラスタ ストレージ

テナント ストレージプール

バケット 内部ボリューム

ディスク ディスク

注：これらは一般的な用語の対応のみを示したものであり、このデータコレクタのすべてのケースを表してい
るわけではありません。

要件

• ECSクラスタのIPアドレスまたはホスト名

• ECSシステムのユーザ名とパスワード

• ポート4443（HTTPS）。ECSシステムのTCPポート4443へのアウトバウンド接続が必要です。
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構成

フィールド 製品説明

ECSホスト ECS システムの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン
名

ECS ホストポート ECS ホストとの通信に使用されるポート

ECSユーザーID ECSのユーザID

パスワード ECS のパスワード

高度な設定

フィールド 製品説明

インベントリポーリング間隔（分） デフォルトは360分です。

トラブルシューティング

このデータコレクタで問題が発生した場合の対処方法を次に示します。

インベントリ

問題 次の操作を実行します

エラー：ユーザ認証に失敗しました。 このデバイスのクレデンシャルが正しいことを確認し
てください。

パフォーマンス

問題 次の操作を実行します

エラー：十分なデータが収集されていません。 * ログファイルの収集タイムスタンプを確認し、それ
に応じてポーリング間隔を変更します。* より長い時
間待機します。

エラー：パフォーマンスのポーリング間隔が長すぎま
す。

ログファイル $ ｛ logfile ｝ の収集タイムスタンプを
確認し、それに応じてポーリング間隔を変更してくだ
さい

詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポート"ください。

Dell EMC PowerScale データコレクタ

Data Infrastructure Insightsは、Dell EMC PowerScale（以前のIsilon）SSHデータコレク
タを使用して、PowerScaleスケールアウトNASストレージからインベントリとパフォー
マンスのデータを取得します。

3

reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
reference_data_collector_support_matrix.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html


用語

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタから次のインベントリ情報を取得します。Data
Infrastructure Insightsで取得したアセットタイプごとに、このアセットに使用される最も一般的な用語が表示
されます。このデータコレクタを表示またはトラブルシューティングするときは、次の用語に注意してくださ
い。

ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

ドライブ ディスク

クラスタ ストレージ

ノード ストレージノード

File System の略 内部ボリューム

注：これらは一般的な用語の対応のみを示したものであり、このデータコレクタのすべてのケースを表してい
るわけではありません。

要件

このデータコレクタを設定するには、次の情報が必要です。

• PowerScale ストレージへの管理者権限

• PowerScale クラスタの IP アドレス

• ポート22へのSSHアクセス

構成

フィールド 製品説明

IPアドレス PowerScale クラスタの IP アドレスまたは完全修飾
ドメイン名

ユーザー名 PowerScale クラスタのユーザ名

パスワード PowerScale クラスタのパスワード

高度な設定

フィールド 製品説明

インベントリポーリング間隔（分） インベントリのポーリング間隔。デフォルトは20で
す。

パフォーマンスポーリング間隔（秒） パフォーマンスのポーリング間隔デフォルトは300で
す。

SSHポート SSH サービスポートデフォルトは22です。

トラブルシューティング

このデータコレクタで問題が発生した場合の対処方法を次に示します。
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インベントリ

問題 次の操作を実行します

「 Invalid login credentials 」というエラーメッセージ
が表示されます。「 Commands not enabled for role-
based administration require root user access 」

* ユーザーがデバイスで次のコマンドを実行する権限
を持っていることを確認してください。 > isi version
osrelease > isi status -q > isi devices -d %s> isi
license * ウィザードで使用されている資格情報が一致
することを確認してください

「 Command <Your Command> run failed with
permission ： <your current permisse> 」というエラ
ーメッセージが表示されて「 Internal Error 」が表示
されます。sudo コマンド run permission 問題」

ユーザにデバイスで次のコマンドを実行するための
sudo 権限があることを確認します

詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポート"ください。

Dell EMC Isilon / PowerScale RESTデータコレクタ

Data Infrastructure Insightsは、Dell EMC Isilon / PowerScale RESTデータコレクタを使
用して、Dell EMC IsilonまたはPowerScaleストレージからインベントリおよびパフォー
マンスデータを取得します。このコレクタは、OneFS 8.0.0以降を実行しているアレイ
をサポートします。

用語

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタから次のインベントリ情報を取得します。Data
Infrastructure Insightsで取得したアセットタイプごとに、このアセットに使用される最も一般的な用語が表示
されます。このデータコレクタを表示またはトラブルシューティングするときは、次の用語に注意してくださ
い。

ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

ドライブ ディスク

クラスタ ストレージ

ノード ストレージノード

OneFSファイルシステム 内部ボリューム

OneFSファイルシステム ストレージプール

qtree qtree

注：これらは一般的な用語の対応のみを示したものであり、このデータコレクタのすべてのケースを表してい
るわけではありません。

要件

このデータコレクタを設定するには、次の情報が必要です。

• ユーザアカウントとパスワード。このアカウントは、adminまたはrootである必要はありませんが、サー
ビスアカウントに相当数の読み取り専用権限を付与する必要があります。以下の表を参照してください
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• Dell EMC Isilon / PowerScaleクラスタのIPアドレス/完全修飾ドメイン名

• ポート8080へのHTTPSアクセス

• OneFS 8.0.0以降を実行しているIsilon/PowerScaleクラスタ

権限名 製品説明 R（読み取り）またはRW（読み取
りと書き込み）

ISI_PRIV_LOGI_PAPI プラットフォームAPI R

ISI_PRIV_SYS_TIME 時間 R

ISI_PRIV_AUTH 認証 R

ISI_PRIV_ROLE 権限 R

ISI_PRIV_devicesのことです デバイス R

ISI_PRIV_EVENT イベント R

ISI_PRIV_HDFS HDFS R

ISI_PRIV_NDMP NDMP R

ISI_PRIV_NETWORK ネットワーク R

ISI_PRIV_NFS NFS R

ISI_PRIV_PAPI_CONFIG プラットフォームAPIを設定します R

ISI_PRIV_quota（ISI_PRIV_quota
）

クォータ R

ISI_PRIV_SmartPools SmartPools R

ISI_PRIV_SMB SMB R

ISI_PRIV_STATISTICS 統計 R

ISI_PRIV_SWIFT Swift R

ISI_PRIV_JOB_ENGINE ジョブエンジン R

構成

フィールド 製品説明

IsilonのIPアドレス IsilonストレージのIPアドレスまたは完全修飾ドメイ
ン名

ユーザー名 Isilonのユーザ名

パスワード Isilonのパスワード

高度な設定

フィールド 製品説明

HTTPSポート デフォルトは8080です。
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フィールド 製品説明

インベントリポーリング間隔（分） インベントリのポーリング間隔。デフォルトは20で
す。

パフォーマンスポーリング間隔（秒） パフォーマンスのポーリング間隔デフォルトは300で
す。

トラブルシューティング

このデータコレクタで問題が発生した場合の対処方法を次に示します。

インベントリ

問題 次の操作を実行します

「 Invalid login credentials 」というエラーメッセージ
が表示されます。「 Commands not enabled for role-
based administration require root user access 」

* ユーザーがデバイスで次のコマンドを実行する権限
を持っていることを確認してください。 > isi version
osrelease > isi status -q > isi devices -d %s> isi
license * ウィザードで使用されている資格情報が一致
することを確認してください

「 Command <Your Command> run failed with
permission ： <your current permisse> 」というエラ
ーメッセージが表示されて「 Internal Error 」が表示
されます。sudo コマンド run permission 問題」

ユーザにデバイスで次のコマンドを実行するための
sudo 権限があることを確認します

詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポート"ください。

Dell EMC PowerStore データコレクタ

EMC PowerStore データ・コレクタは 'EMC PowerStore ストレージからインベントリ情
報を収集しますデータコレクタを設定するには、ストレージプロセッサの IP アドレス、
および読み取り専用のユーザ名とパスワードが必要です。

EMC PowerStore データ・コレクタは 'PowerStore が他のストレージ・アレイ間で調整するボリューム間レプ
リケーション関係を収集しますData Infrastructure Insightsには、各PowerStoreクラスタのストレージアレイ
が表示され、そのクラスタのノードとストレージポートのインベントリデータが収集されます。ストレージプ
ールまたはボリュームのデータは収集されません。

用語

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタから次のインベントリ情報を取得します。Data
Infrastructure Insightsで取得したアセットタイプごとに、このアセットに使用される最も一般的な用語が表示
されます。このデータコレクタを表示またはトラブルシューティングするときは、次の用語に注意してくださ
い。

ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

ホスト ホスト

host_volume_mapping host_volume_mapping
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ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

ハードウェア（「 extra_details 」オブジェクトにド
ライブが含まれています）：ドライブ

ディスク

アプライアンス ストレージプール

クラスタ ストレージアレイ

ノード ストレージノード

FC ポート ポート

ボリューム ボリューム

内部ボリューム ファイルシステム

注：これらは一般的な用語の対応のみを示したものであり、このデータコレクタのすべてのケースを表してい
るわけではありません。

要件

このデータコレクタを設定するには、次の情報が必要です。

• ストレージプロセッサの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名

• 読み取り専用のユーザ名とパスワード

構成

フィールド 製品説明

PowerStore ゲートウェイ PowerStore ストレージの IP アドレスまたは完全修飾
ドメイン名

ユーザー名 PowerStore のユーザー名

パスワード PowerStore のパスワード

高度な設定

フィールド 製品説明

HTTPSポート デフォルトは443です

インベントリポーリング間隔（分） インベントリのポーリング間隔。デフォルトは60分
です。

Cloud Insight の PowerStore パフォーマンスコレクションは、 PowerStore の 5 分間のきめ細かいソースデー
タを利用しています。そのため、Data Infrastructure Insightsは5分ごとにそのデータをポーリングします。こ
のポーリングは設定できません。

トラブルシューティング

このData Collectorの詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポ
ート"ください。
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Dell EMC RecoverPoint データコレクタ

EMC RecoverPoint データコレクタの主な用途は、 RecoverPoint ストレージアプライア
ンスによって促進されるボリューム間レプリケーション関係を検出することです。この
コレクタは、 RecoverPoint アプライアンス自体も検出します。Dell/EMC では、 VM 用
の VMware バックアップ解決策 「 RecoverPoint for VMS 」を販売していますが、この
コレクタではサポートされていません

データコレクタを設定するには、ストレージプロセッサの IP アドレス、および読み取り専用のユーザ名とパ
スワードが必要です。

EMC RecoverPoint データコレクタは、 RecoverPoint が他のストレージアレイ間で調整するボリューム間レ
プリケーション関係を収集します。Data Infrastructure Insightsは、各RecoverPointクラスタのストレージアレ
イを表示し、そのクラスタ上のノードとストレージポートのインベントリデータを収集します。ストレージプ
ールまたはボリュームのデータは収集されません。

要件

このデータコレクタを設定するには、次の情報が必要です。

• ストレージプロセッサの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名

• 読み取り専用のユーザ名とパスワード

• ポート 443 経由での REST API へのアクセス

構成

フィールド 製品説明

RecoverPoint のアドレス RecoverPoint クラスタの IP アドレスまたは完全修飾
ドメイン名

ユーザー名 RecoverPoint クラスタのユーザ名

パスワード RecoverPoint クラスタのパスワード

高度な設定

フィールド 製品説明

TCPポート RecoverPoint クラスタへの接続に使用する TCP ポー
ト

インベントリポーリング間隔（分） インベントリのポーリング間隔。デフォルトは20分
です。

除外クラスタ ポーリング時に対象から除外するクラスタの ID また
は名前をカンマで区切ったリスト。

トラブルシューティング

このData Collectorの詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポ
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ート"ください。

Dell EMC ScaleIO/PowerFlexデータコレクタ

ScaleIO/PowerFlexデータコレクタは、ScaleIOおよびPowerFlexストレージからインベ
ントリ情報を収集します。このデータコレクタを設定するには、ScaleIO/PowerFlexゲー
トウェイアドレス、および管理者ユーザー名とパスワードが必要です。

用語

Data Infrastructure Insightsは、ScaleIO/PowerFlexデータコレクタから次のインベントリ情報を取得しま
す。Data Infrastructure Insightsで取得したアセットタイプごとに、このアセットに使用される最も一般的な用
語が表示されます。このデータコレクタを表示またはトラブルシューティングするときは、次の用語に注意し
てください。

ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

MDM （ Meta Data Manager ）クラスタ ストレージ

SDS（ScaleIO/PowerFlexデータサーバー） ストレージノード

ストレージプール ストレージプール

ボリューム ボリューム

デバイス ディスク

注：これらは一般的な用語の対応のみを示したものであり、このデータコレクタのすべてのケースを表してい
るわけではありません。

要件

• Admin ユーザアカウントへの読み取り専用アクセス

• ポート要件： HTTPS ポート 443

構成

フィールド 製品説明

ScaleIO/PowerFlexゲートウェイ ScaleIO/PowerFlexゲートウェイのIPアドレスまた
はFQDN（カンマ（,）またはセミコロン（;）で区切
ったもの

ユーザー名 ScaleIO/PowerFlexデバイスへのログインに使用する
管理者ユーザー名

パスワード ScaleIO/PowerFlexデバイスへのログインに使用する
パスワード

高度な設定

Inventory チェックボックスをクリックして、インベントリ収集を有効にします。
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フィールド 製品説明

HTTPS ポート 443

インベントリのポーリング間隔（分） デフォルトは60です。

接続タイムアウト（秒） デフォルトは60です。

トラブルシューティング

詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポート"ください。

EMC Unity データコレクタの設定

Dell EMC Unity （旧 VNXe ）データコレクタは、 VNXe ユニファイドストレージアレイ
のインベントリサポートを提供します。Data Infrastructure Insightsは現在、iSCSIプロト
コルとNASプロトコルをサポートしています。

要件

• Unity データコレクタは CLI ベースです。 VNXe データコレクタが存在する Acquisition Unit に Unisphere
for Unity CLI （ uemcli.exe ）をインストールする必要があります。

• uemcli.exe は HTTPS を転送プロトコルとして使用するため、 Acquisition Unit から Unity への HTTPS 接
続を開始できる必要があります。

• Unity デバイスの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名

• データコレクタで使用するためには、読み取り専用ユーザが少なくとも 1 人必要です。

• ポート 443 での HTTPS が必要です

• EMC Unityデータコレクタは、NASおよびiSCSIによるインベントリのサポートを提供します。ファイバチ
ャネルボリュームは検出されますが、Data Infrastructure InsightsはFCマッピング、マスキング、ストレー
ジポートについてはレポートしません。

用語

Data Infrastructure Insightsは、Unityデータコレクタから次のインベントリ情報を取得します。Data
Infrastructure Insightsで取得したアセットタイプごとに、このアセットに使用される最も一般的な用語が表示
されます。このデータコレクタを表示またはトラブルシューティングするときは、次の用語に注意してくださ
い。

ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

ディスク ディスク

ストレージアレイ ストレージ

プロセッサ ストレージノード

ストレージプール ストレージプール

全般的なiSCSIブロック情報、VMware VMFS 共有

Replication Remote System の略 同期
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ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

iSCSI ノード iSCSI ターゲットノード

iSCSIイニシエータ iSCSI ターゲットイニシエータ

注：これらは一般的な用語の対応のみを示したものであり、このデータソースのすべてのケースを表している
とは限りません。

構成

フィールド 製品説明

Unity ストレージ Unity デバイスの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン
名

ユーザー名 Unity デバイスのユーザ名

パスワード Unity デバイスのパスワード

実行可能 UEMCLI への完全パス _uemcli.exe_executable を含むフォルダへの完全パス

高度な設定

フィールド 製品説明

インベントリポーリング間隔（分） インベントリのポーリング間隔。デフォルトは 40 分
です。

Unity CLI ポート Unity CLI に使用するポート

パフォーマンスのポーリング間隔（秒） デフォルトは300です。

トラブルシューティング

このデータコレクタで問題が発生した場合の対処方法を次に示します。

インベントリ

問題 次の操作を実行します

「 Failed to execute external utility 」というエラーメ
ッセージが表示され、「 Failed to find Unisphere
executable uemcli 」

正しいIPアドレス、ユーザー名、パスワードを確認し
ます。 Unisphere CLIがData Infrastructure Insights
Acquisition Unitにインストールされていることを確認
します。*データソース構成でUnisphere CLIのインス
トールディレクトリが正しいことを確認します。*デ
ータソースの構成でVNXeのIPが正しいことを確認し
ます。Data Infrastructure Insights Acquisition Unit
でCMDを開き、設定されているインストールディレ
クトリ$｛INSTALLDIRに移動します。次のように入
力して、 VNXe デバイスとの接続を試みます。
uemcli -d <your ip>-u <your ID>/sys/general show

詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポート"ください。
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Dell EMC VMAX および PowerMax ファミリのデバイスデータ
コレクタ

Data Infrastructure Insightsは、Solutions Enablerのsymcliコマンドと環境内の既存
のSolutions Enablerサーバを使用して、EMC VMAXおよびPowerMaxストレージアレイ
を検出します。既存の Solutions Enabler サーバは、ゲートキーパーボリュームへのアク
セスを通じて VMAX/PowerMax ストレージアレイに接続できます。

要件

このデータコレクタを設定する前に、Data Infrastructure Insightsが既存のSolutions Enablerサーバのポー
ト2707にTCP接続されていることを確認する必要があります。Data Infrastructure Insightsは、このサーバか
らの「symcfg list」出力に示されるように、このサーバに対して「ローカル」であるすべてのSymmetrixアレ
イを検出します。

• EMC Solutions Enabler （ CLI ）と SMI-S プロバイダアプリケーションが Acquisition Unit サーバにイン
ストールされている必要があります。 Solutions Enabler サーバで実行されているバージョンと同じかそ
れよりも前のバージョンが必要です。

• 適切に設定された {installdir}\EMC\SYMAPI\config\netcnfg ファイルが必要です。このファイルでは、
Solutions Enabler サーバのサービス名とアクセス方法（ SECURE / NOSECURE / ANY ）を定義します。

• ストレージノードレベルで読み取り / 書き込みレイテンシが必要な場合、 SMI-S プロバイダは Unisphere
for VMAX アプリケーションの実行中のインスタンスと通信する必要があります。

• 管理用 Solutions Enabler サーバの IP アドレス

• Solutions Enabler （ SE ）サーバに対する管理者権限が必要です

• SE ソフトウェアに対する読み取り専用のユーザ名とパスワード

• UNISPHERE for VMAX アプリケーションを実行して、 SMI-S プロバイダのインストールで管理される
EMC VMAX および PowerMax ストレージアレイの統計を収集する必要があります

• パフォーマンスのためのアクセスの検証：Acquisition UnitのWebブラウザで、_\ https：//<SMI-S
Hostname or IP>：5989/ecomconfig_に移動します。「SMI-S Hostname or IP」は、SMI-SサーバのIPア
ドレスまたはホスト名です。このURLは’EMC SMI-S（ECOM）サービスの管理ポータル用であり’ログイ
ン・ポップアップが表示されます

• 権限はSolutions Enablerサーバのデーモン構成ファイルで宣言する必要があります。通常は次の場所にあ
ります。/var/symapi/config/demon _users

次に、適切なciscysアクセス権を持つサンプルファイルを示します。

13



root@cernciaukc101:/root

14:11:25 # tail /var/symapi/config/daemon_users

###

###     Refer to the storrdfd(3) man page for additional details.

###

###     As noted above, only authorized users can perform stordaemon

control

###     operations (e.g., shutdown).

########################################################################

########

# smith         storrdfd

cisys storapid <all>

用語

Data Infrastructure Insightsでは、EMC VMAX / PowerMaxデータソースから次のインベントリ情報を取得しま
す。取得したアセットのタイプごとに、そのアセットに使用される最も一般的な用語が表示されます。このデ
ータコレクタを表示またはトラブルシューティングするときは、次の用語に注意してください。

ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

ディスク ディスク

ディスクグループ ディスクグループ

ストレージ アレイストレージ

ディレクター ストレージノード

デバイスプール、 Storage Resource Pool （ SRP ；
ストレージリソースプール）

ストレージプール

デバイス TDev ボリューム

注：これらは一般的な用語の対応のみを示したものであり、このデータコレクタのすべてのケースを表してい
るわけではありません。

構成

注： SMI-Sユーザ認証が有効になっていない場合、Data Infrastructure Insightsデータコレクタのデフォルト値
は無視されます。

フィールド 製品説明

サービス名 _netcnfG_file で指定されたサービス名

CLI の完全パス Symmetrix CLI を含むフォルダへのフル・パス

SMI-S ホストの IP アドレス SMI-S ホストの IP アドレス
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詳細設定

フィールド 製品説明

インベントリポーリング間隔（分） インベントリのポーリング間隔。デフォルトは40分
です。

「除外」または「含める」を選択してリストを指定し
ます

下のリストに表示されたアレイをデータの収集時に対
象に含めるか除外するかを指定します。

インベントリフィルタデバイスリスト 対象に含めるか除外するデバイスの ID をカンマで区
切ったリスト

接続のキャッシュ 接続キャッシュ方法の選択： * local は 'Solutions
Enabler サーバ上で Cloud Insights 取得サービスが実
行されていることを意味しますこのサーバは ' 検出対
象の Symmetrix アレイにファイバ・チャネルで接続
されており ' ゲートキーパー・ボリュームにアクセス
できる必要がありますこのオプションは、一部の
Remote Acquisition Unit （ RAU ）構成で使用されま
す。* REMOTE_CACHED はデフォルトの設定であ
り、ほとんどの状況でこのオプションを使用します。
このオプションでは、 NETCNFG ファイルの設定に
基づいて、 IP を使用して Solutions Enabler サーバに
接続します。サーバは検出対象の Symmetrix アレイ
にファイバチャネルで接続されていて、ゲートキーパ
ーボリュームにアクセスできる必要があります。*
REMOTE_CACHED オプションで CLI コマンドが失
敗する場合は、 REMOTE オプションを使用します。
データ収集プロセスが遅くなることに注意してくださ
い（数時間から場合によっては数日かかることがあり
ます）。検出対象の Symmetrix アレイにファイバチ
ャネルで接続された Solutions Enabler サーバへの IP
接続には、引き続き NETCNFG ファイルの設定が使
用されます。*注：*この設定では、「symcfg list」の
出力でREMOTEと表示されているアレイに対す
るData Infrastructure Insightsの動作は変更されませ
ん。Data Infrastructure Insightsは、このコマンド
でLOCALと表示されているデバイスのデータのみを
収集します。

SMI-S プロトコル SMI-S プロバイダへの接続に使用するプロトコル。使
用されているデフォルトのポートも表示されます。

SMIS-Port をオーバーライドします 空白の場合は、 [Connection Type] フィールドでデフ
ォルトのポートを使用します。それ以外の場合は、使
用する接続ポートを入力します

SMI-S ユーザー名 SMI-S プロバイダホストのユーザ名

SMI-S のパスワード SMI-S プロバイダホストのユーザ名

パフォーマンスポーリング間隔（秒） パフォーマンスのポーリング間隔（デフォルト
は1000秒）

リストを指定するには、「除外」または「含める」を
選択します

下のリストに表示されたアレイをパフォーマンスデー
タの収集時に対象に含めるか除外するかを指定します
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フィールド 製品説明

パフォーマンスフィルタのデバイスリスト 対象に含めるか除外するデバイスの ID をカンマで区
切ったリスト

トラブルシューティング

このデータコレクタで問題が発生した場合の対処方法を次に示します。

問題 次の操作を実行します

エラー：要求されている機能のライセンスがありませ
ん

SYMAPI サーバ・ライセンスをインストールします

エラー：デバイスが見つかりませんでした Symmetrix デバイスが Solutions Enabler サーバで管
理されるように構成されていることを確認します： -
symcfg list -v を実行して ' 構成済みの Symmetrix デバ
イスのリストを確認します

エラー：要求されたネットワークサービスがサービス
ファイルで見つかりませんでした

Solutions Enabler サービス名が Solutions Enabler 用
の netcnfg ファイルとして定義されていることを確認
します。このファイルは通常 'Solutions Enabler クラ
イアントのインストールの SYMAPI\config\ にありま
す

エラー：リモートクライアント / サーバハンドシェイ
クに失敗しました

検出しようとしている Solutions Enabler ホストの最
新の storsrvd.log * ファイルを確認します

エラー：クライアント証明書の共通名が無効です Solutions Enabler サーバの _hosts_file を編集して、
Acquisition Unit のホスト名が Solutions Enabler サー
バの storsrvd.log で報告された IP アドレスに解決さ
れるようにします。

エラー：機能がメモリを取得できませんでした Solutions Enabler を実行するための十分な空きメモ
リがシステムにあることを確認してください

エラー： Solutions Enabler は必要なすべてのデータ
を提供できませんでした。

Solutions Enabler の正常性ステータスとロードプロ
ファイルを調査します

エラー : • Solutions Enabler サーバ 8.x から Solutions
Enabler 7.x と一緒に収集したときに、「 symcfg list
-Tdev 」 CLI コマンドで誤ったデータが返されること
があります• Solutions Enabler サーバ 8.3 以降から
Solutions Enabler 8.1.0 以前で収集した場合、 CLI コ
マンド「 symcfg list -srp 」で誤ったデータが返され
ることがあります。

Solutions Enabler のメジャーリリースが同じである
ことを確認してください
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問題 次の操作を実行します

「unknown code」というメッセージが表示され、デ
ータ収集エラーが発生しました。

このメッセージは’Solutions Enablerサーバのデーモン
構成ファイルで権限が宣言されていない場合に表示さ
れます（上記を参照）要件これは、SEクライアント
のバージョンがSEサーバのバージョンと一致してい
ることを前提としています。このエラーは’Solutions
Enablerコマンドを実行する_cisys_user
が/var/symapi/config/demon _users構成ファイルで必
要なデーモン権限で構成されていない場合にも発生す
ることがありますこれを修正するに
は、/var/symapi/config/demonファイルを編集
し、cisysユーザにstorapidデーモンに対して指定され
た<all> 権限があることを確認します。例：14：11
：25 #tail /var/symapi/config/demon users… cisys
storapid <all>

詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポート"ください。

Dell EMC VNX Block Storage （ NaviCLI ）データコレクタ

Data Infrastructure Insightsは、Dell EMC VNX Block Storage（NaviSec）データコレク
タ（旧CLARiX）を使用してインベントリデータとパフォーマンスデータを取得します。

用語

Data Infrastructure Insightsは、EMC VNX Block Storageデータコレクタから次のインベントリ情報を取得しま
す。Data Infrastructure Insightsで取得したアセットタイプごとに、このアセットに使用される最も一般的な用
語が表示されます。このデータコレクタを表示またはトラブルシューティングするときは、次の用語に注意し
てください。

ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

ディスク ディスク

ストレージ ストレージ

ストレージプロセッサ ストレージノード

このプール 'RAID グループ ストレージプール

LUN ボリューム

注：これらは一般的な用語の対応のみを示したものであり、このデータソースのすべてのケースを表している
とは限りません。

要件

データを収集するには、次の要件を満たしている必要があります。

• 各 VNX ブロックストレージプロセッサの IP アドレス

• VNX ブロックストレージアレイに対する読み取り専用の Navisphere ユーザー名とパスワード
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• NaviseccliがData Infrastructure Insights AUにインストールされていること

• アクセスの検証：ユーザー名とパスワードを使用して、Data Infrastructure Insights AUから各アレイに対
してnaviseccliを実行します。

• ポート要件： 80 、 443

• naviseccli のバージョンは ' アレイ上の最新の FLARE コードに対応している必要があります

• パフォーマンスを収集するには、統計のログを有効にする必要があります。

Navisphere コマンドラインインタフェースの構文

NaviSECCLI.exe -h <ip address> -user <user> -password <password> -scope <scope 、 use 0 for global
scope> -port <use 443 by default> コマンド

構成

フィールド 製品説明

VNX Block Storage の IP アドレス VNX ブロックストレージの IP アドレスまたは完全修
飾ドメイン名

ユーザー名 VNX ブロックストレージデバイスへのログインに使
用する名前。

パスワード VNX ブロックストレージデバイスへのログインに使
用するパスワード。

CLI から naviseccli.exe へのパス _naviseccli.exe_executable を含むフォルダへの完全
パス

詳細設定

フィールド 製品説明

インベントリポーリング間隔（分） インベントリのポーリング間隔。デフォルトは40分
です。

適用範囲 セキュアなクライアントの範囲デフォルトは Global
です。

パフォーマンスポーリング間隔（秒） パフォーマンスのポーリング間隔デフォルトは300秒
です。

トラブルシューティング

このデータコレクタで問題が発生した場合の対処方法を次に示します。

インベントリ
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問題 次の操作を実行します

エラー：

• エージェントが実行されてい

• naviseccliが見つかりませんでした

• コマンドを実行できませんでした

• Navisphere CLIがCloud Insight Acquisition Unitに
インストールされていることを確認する

• データコレクタ設定ウィザードで[Use secure
client]オプションが選択されておらず、セキュア
でないバージョンのNavisphere CLIがインストー
ルされていません。

• データコレクタ構成でNavisphere CLIのインスト
ールディレクトリが正しいことを確認する

• データコレクタ構成でVNXブロックストレージ
のIPが正しいことを確認します。

• Data Infrastructure Insights Acquisition Unitから：

◦ CMDを開きます。

◦ 設定したインストールディレクトリにディレ
クトリを変更します。

◦ 「navicli -h {ip} getagent」と入力して、VNX
ブロックストレージデバイスとの接続を試行
します（{ip}を実際のIPに置き換えます）。

エラー： 4.29 emc235848 emc241018 getAll Failed
to parse host alias info

これは ' アレイ自体のホスト・イニシエータ・データ
ベースの問題が FLARE 29 によって破損したことが
原因で発生する可能性がありますEMC ナレッジベー
スの記事 emc235848 、 emc241018 を参照してくだ
さい。また、 https://now.netapp.com/
Knowledgebase/solutionarea.asp?id=kb58128

エラー：メタデータ LUN を取得できません。java
-jar navicli.jar の実行中にエラーが発生しました

• セキュアクライアントを使用するようにデータコ
レクタの設定を変更する（推奨）

• navicli.exeまたはnaviseccli.exeへのCLIパス
にnavicli.jarをインストールします。

• 注：navicli.jarはEMC Navisphereバージョン6.26
で廃止されました

• navicli.jarは\http://powerlink.emc.comから入手で
きます。

エラー：ストレージプールから、設定された IP アド
レスのサービスプロセッサのディスクが報告されま
せん

サービスプロセッサの両方の IP をカンマで区切って
データコレクタを設定します
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問題 次の操作を実行します

エラー：リビジョン不一致エラー • これは通常、VNXブロックストレージデバイスの
ファームウェアの更新が原因で発生します
が、NaviCLI.exeのインストールは更新されませ
ん。ファームウェアが異なる複数のデバイスがあ
っても、インストールされている CLI が 1 つだけ
（ファームウェアバージョンが異なる）の場合に
も、この問題が発生する可能性があります。

• デバイスとホストの両方で同じバージョンのソフ
トウェアが実行されていることを確認します。

◦ Data Infrastructure Insights Acquisition Unit
で、コマンドラインウィンドウを開く

◦ 設定したインストールディレクトリにディレ
クトリを変更します。

◦ 「navicli -h <ip> getagent」と入力し
て、CLARiXデバイスとの接続を確立しま
す。

◦ 最初の2行でバージョン番号を探します。例
：エージェントリビジョン：6.16.2(0.1)

◦ 最初の行のバージョンを探して比較します。
例： Navisphere CLI Revision 6.07.00.04.07

エラー：サポート対象外の構成 - Fibre Channel ポー
トがありません

デバイスにファイバチャネルポートが設定されてい
ない。現在サポートされているのは FC 構成のみで
す。このバージョン / ファームウェアがサポートされ
ていることを確認してください。

詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポート"ください。

Dell EMC VNX File （旧 Celerra Unified Storage System ）デ
ータコレクタ

このデータコレクタは、 VNX File Storage System からインベントリ情報を取得しま
す。このデータコレクタを設定するには、ストレージプロセッサの IP アドレス、および
読み取り専用のユーザ名とパスワードが必要です。

用語

Data Infrastructure Insightsは、VNX Fileデータコレクタから次のインベントリ情報を取得します。Data
Infrastructure Insightsで取得したアセットタイプごとに、このアセットに使用される最も一般的な用語が表示
されます。このデータコレクタを表示またはトラブルシューティングするときは、次の用語に注意してくださ
い。

ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

Celerra Network Server/Celerra ストレージ・プール ストレージプール
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ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

File System の略 内部ボリューム

データムーバー コントローラ

データムーバーにマウントされたファイルシステム ファイル共有

CIFS および NFS エクスポート 共有

ディスクボリューム バックエンド LUN

注：これらは一般的な用語の対応のみを示したものであり、このデータコレクタのすべてのケースを表してい
るわけではありません。

要件

このデータコレクタを設定するには、次の情報が必要です。

• ストレージプロセッサの IP アドレス

• 読み取り専用のユーザ名とパスワード

• SSHポート22

構成

フィールド 製品説明

VNX ファイルの IP アドレス VNX File デバイスの IP アドレスまたは完全修飾ドメ
イン名

ユーザー名 VNX File デバイスへのログインに使用する名前

パスワード VNX File デバイスへのログインに使用するパスワー
ド

高度な設定

フィールド 製品説明

インベントリポーリング間隔（分） インベントリのポーリング間隔。デフォルトは20分
です。

トラブルシューティング

このデータコレクタで問題が発生した場合の対処方法を次に示します。

インベントリ

問題 次の操作を実行します

エラー： DART の更新の実行中は処理を続行できま
せん

Possible 解決策：データコレクタを一時停止し、
DART のアップグレードが完了するのを待ってから、
別の取得要求を実行します。
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詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポート"ください。

Dell EMC VNX Unified データコレクタの設定

Dell EMC VNX Unified （ SSH ）データコレクタを設定するには、 Control Station の IP
アドレス、および読み取り専用のユーザ名とパスワードが必要です。

用語

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタから次のインベントリ情報を取得します。Data
Infrastructure Insightsで取得したアセットタイプごとに、このアセットに使用される最も一般的な用語が表示
されます。このデータコレクタを表示またはトラブルシューティングするときは、次の用語に注意してくださ
い。

ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

ディスク ディスク

ディスクフォルダ ディスクグループ

ファイルシステム 内部ボリューム

ストレージ ストレージ

ストレージプロセッサ ストレージノード

ストレージプール、 RAID グループ ストレージプール

LUN ボリューム

データムーバー コントローラ

データムーバーにマウントされたファイルシステム ファイル共有

CIFS および NFS エクスポート 共有

ディスクボリューム バックエンド LUN

要件

VNX （ SSH ）データコレクタを構成するには、次のものが必要です。

• VNX IP アドレスと資格情報を Celerra Control Station に追加します。

• 読み取り専用のユーザ名とパスワード

• データコレクタは 'DART OS NAS ヘッドを使用して ' バックエンド・アレイに対して NaviCLI/naviseccli
コマンドを実行できます

構成

フィールド 製品説明

VNX IP アドレス VNX Control Station の IP アドレスまたは完全修飾ド
メイン名

ユーザー名 VNX Control Station のユーザー名
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フィールド 製品説明

パスワード VNX Control Station のパスワード

高度な設定

フィールド 製品説明

インベントリポーリング間隔（分） インベントリのポーリング間隔。デフォルトは40分
です。

パフォーマンスポーリング間隔（秒）。 パフォーマンスのポーリング間隔デフォルトは300秒
です。

トラブルシューティング

このData Collectorの詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポ
ート"ください。

EMC VPLEXデータコレクタの設定

このデータコレクタは、EMC VPLEXストレージシステムからインベントリデータとパ
フォーマンスデータを取得します。データコレクタを設定するには、 VPLEX サーバの
IP アドレスと管理レベルのドメインアカウントが必要です。

VPLEXクラスタからData Infrastructure Insightsのパフォーマンス収集を行うには、Data
Infrastructure InsightsがSCPベースのファイルコピーを介して取得する.csvファイルとログを取
り込むために、パフォーマンスアーカイブサービスが動作している必要があります。VPLEX フ
ァームウェアのアップグレード / 管理ステーションの更新の多くが、この機能を動作不能にす
ることが確認されています。このようなアップグレードを計画しているお客様は、計画してい
るアップグレードによってこの機能が動作不能になる場合は、 Dell/EMC に事前に問い合わせ
てください。問題が発生した場合、パフォーマンスの可視性のギャップを最小限に抑えるため
に、どのように IT を再有効化できますか。Cloud InsightのVPLEXパフォーマンスコードは、各
ポーリングで想定されるすべてのファイルが存在するかどうか、およびファイルが適切に更新
されているかどうかを評価します。不足しているファイルや古いファイルがある場合、Data
Infrastructure Insightsはパフォーマンス収集の失敗をログに記録します。

用語

Data Infrastructure Insightstは、VPLEXデータコレクタから次のインベントリ情報を取得します。取得したア
セットのタイプごとに、そのアセットに使用される最も一般的な用語が表示されます。このデータコレクタを
表示またはトラブルシューティングするときは、次の用語に注意してください。

ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

クラスタ ストレージ

エンジン ストレージノード

デバイス、システムエクステント バックエンドストレージプール

仮想ボリューム ボリューム
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ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

フロントエンドポート、バックエンドポート ポート

分散デバイス ストレージ同期

ストレージビュー ボリュームマップ、ボリュームマスク

ストレージボリューム バックエンド LUN

ITL バックエンドパス

注：これらは一般的な用語の対応のみを示したものであり、このデータコレクタのすべてのケースを表してい
るわけではありません。

要件

• VPLEX Management ConsoleのIPアドレス

• VPLEX サーバの管理者レベルのドメインアカウント

• ポート443（HTTPS）。VPLEX 管理ステーションの TCP ポート 443 へのアウトバウンド接続が必要で
す。

• パフォーマンスを確保するには、 ssh/scp アクセス用の読み取り専用のユーザ名とパスワードを使用しま
す。

• パフォーマンスを確保するには、ポート 22 が必要です。

構成

フィールド 製品説明

VPLEX Management Console の IP アドレス VPLEX Management Console の IP アドレスまたは完
全修飾ドメイン名

ユーザー名 VPLEX CLIのユーザ名

パスワード VPLEX CLIに使用するパスワード

パフォーマンスリモート IP アドレス VPLEX Management Console のパフォーマンスリモ
ートの IP アドレス

パフォーマンスリモートユーザ名 VPLEX Management Console のパフォーマンスリモ
ートのユーザ名

パフォーマンスリモートパスワード VPLEX Management Console のパフォーマンスリモ
ートのパスワード

高度な設定

フィールド 製品説明

通信ポート VPLEX CLI に使用するポート。デフォルトは443で
す。

インベントリポーリング間隔（分） デフォルトは20分です。

接続の再試行回数 デフォルトは3です。
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フィールド 製品説明

パフォーマンスポーリング間隔（秒） パフォーマンスのポーリング間隔デフォルトは600秒
です。

再試行回数 デフォルトは2です。

トラブルシューティング

このデータコレクタで問題が発生した場合の対処方法を次に示します。

インベントリ

問題 次の操作を実行します

エラー：ユーザ認証に失敗しました。 このデバイスのクレデンシャルが正しいことを確認し
てください。

パフォーマンス

問題 次の操作を実行します

エラー：バージョン 5.3 より前の VPLEX パフォーマ
ンスはサポートされていません。

VPLEX を 5.3 以上にアップグレードします

エラー：十分なデータが収集されていません。 •ログファイルの収集タイムスタンプを確認し、それ
に応じてポーリング間隔を変更する•長い時間を待つ

エラー：恒久的なログファイルは更新されていませ
ん。

永続ログファイルの更新を有効にするには、 EMC サ
ポートにお問い合わせください

エラー：パフォーマンスのポーリング間隔が長すぎま
す。

ログファイル $ ｛ logfile ｝ の収集タイムスタンプを
確認し、それに応じてポーリング間隔を変更してくだ
さい

エラー： VPLEX Management Console のパフォーマ
ンスリモートの IP アドレスが設定されていません。

データソースを編集して、 VPLEX Management
Console のパフォーマンスリモート IP アドレスを設
定します。

エラー：ディレクタからパフォーマンスデータが報告
されていません

•システムパフォーマンスモニタが正しく動作してい
ることを確認します• EMC サポートに連絡して、シ
ステムパフォーマンスモニタログファイルの更新を有
効にしてください

詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポート"ください。

Dell EMC XtremeIO データコレクタ

EMC XtremIO データコレクタは、 EMC XtremIO ストレージシステムからインベントリ
とパフォーマンスのデータを取得します。
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要件

EMC XtremIO （ HTTP ）データコレクタを設定するには、次のものが必要です。

• XtremIO Management Server （ XMS ）ホストのアドレス

• 管理者権限を持つアカウント

• ポート 443 へのアクセス（ HTTPS ）

用語

Data Infrastructure Insightsは、EMC XtremIOデータコレクタから次のインベントリ情報を取得します。Data
Infrastructure Insightsで取得したアセットタイプごとに、このアセットに使用される最も一般的な用語が表示
されます。このデータソースを表示またはトラブルシューティングするときは、次の用語に注意してくださ
い。

ベンダー / モデルの用語 Data Infrastructure Insightsの用語

ディスク（SSD） ディスク

クラスタ ストレージ

コントローラ ストレージノード

ボリューム ボリューム

LUN マップ ボリュームマップ

ターゲット FC イニシエータ ボリュームマスク

注：これらは一般的な用語の対応のみを示したものであり、このデータソースのすべてのケースを表している
とは限りません。

要件

• XtremIO Management Server （ XMS ）ホストの IP アドレス

• XtremIO の管理者のユーザ名とパスワード

構成

フィールド 製品説明

XMSホスト XtremIO Management Server の IP アドレスまたは完
全修飾ドメイン名

ユーザ名 XtremIO Management Server のユーザ名

パスワード XtremIO Management Server のパスワード

高度な設定
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フィールド 製品説明

TCP ポート XtremIO Management Server への接続に使用する
TCP ポート。デフォルトは443です。

インベントリのポーリング間隔（分） インベントリのポーリング間隔。デフォルトは60分
です。

パフォーマンスのポーリング間隔（秒） パフォーマンスのポーリング間隔デフォルトは300秒
です。

トラブルシューティング

このData Collectorの詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポ
ート"ください。
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商標に関する情報
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